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2018 年度 神戸 YWCA 標語聖句　平和を勧める人の心には喜びがある（箴
しんげん

言 12 章 20 節）

　「あなたが YWCA の会員になったきっかけはどんなこと
でしたか？」「それから○○年、今も YWCA の会員として
ボランタリーに活動に参加し続けているのはなぜですか？」
　○○さんとの出会いがあったから、新しい人とのつな
がりができたから、社会とのつながりができたから、自
分にとっての居場所になったから、そんな答えが去年の 3
市 Y の「合同合宿」で共有できました。
　最近は、他にも様々な社会の課題解決に取り組む NGO
やボランティア活動がたくさんある今、YWCA で活動す
る意味は何でしょうか。
　地域 YWCA は、それぞれの地域で多様性を尊重し共に
生きる社会を具体的に創り出す＝ safe space を創る活動
をしています。その活動・プログラム・事業は何であっ
てもその運営に会員がボランティアとして関わり、担い

手となっています。これこそが、社会課題に取
り組むたくさんある NGO でのボランティア
活動との違いではないでしょうか。YWCA
の会員は、サービス提供ボランティアに
とどまらず、主体的な運営の担い手とし
て、社会変革・ミッション達成のために
働いています。

　　一人ひとりが参加している一つひとつ
の活動の現場は様々ですが、その運営の
現場が委員会による民主的な話し合いと
合議制による意思決定への参画による
ものです。自分の意見を述べ、他者の
意見を聴き、互いの違いを尊重しなが
ら、一致に向けて、意思決定に関わる。

みんなで決めたことに責任持って関わ
る。委員会やそのプログラム / サービス
提供の現場において、「役割分担と協働」
がうまくいくためには、一人ひとりの責任ある参画が重
要となります。
　他にも YWCA での活動の特徴として、女性が主体であ
ることと、それまでの経験や立場、年齢を超えてフラッ
トで対等な人とのやりとりの実践の場であることが共有
されました。皆さんも YWCA の活動への参加を通して、
それまで自分が所属していた家族・学校・職場という（自
分の）「枠を超えて」新しい人との出会いとつながりを得
る経験をしているのではないでしょうか。
　YWCA は目指す社会への変革のために、社会の構成員
である自分が変わっていく学びと成長の経験の現場だと
いうことです。ただ余っているお金や時間を有効活用す
るのではなく、「社会の課題解決に取り組むこと」でもな
く、ボランティアという主体的な会員活動を通して、様々
な「違い」を超えた人と出会い、友人となるのが醍醐味
ではないでしょうか。
　一方で、YWCA は会員の仲良しクラブではなく、信頼
関係をベースにグループでミッション達成に向けて協働
するための集団です。それは言い換えれば、私たちは常
に、YWCA の基盤である聖書のみ言葉に立ち返り、自
分たちの活動を振り返り、へりくだって改め、「共に生
きる」人間関係を追求する、祈りの集団でもあるのだと
思います。
　これまでも続けて来た 3 市 Y の会員交流・ネットワー
クを今後も発展させながら、YWCA の会員活動が「平和
を創る」活動として実りあるものとなるように、パワー
アップ計画第２弾を進める予定です。YWCA の会員一人
ひとりが、社会におけるピースメーカーとして働くため
に、学びの経験値を高めていきましょう。

（3 市 YWCA 合同ミーティングより）

　3 市 YWCA（神戸、大阪、京都）は以前から運営委員を中
心に交流を続けてきましたが、昨年から日本 YWCA の「地
域 YWCA を主体とした活動」プログラムの連携事業として、
YWCA 運動推進のため、今ある問題点・課題について話し合い、
組織や次世代継承の構築などを考えてきました。その中で「そ
もそも YWCA で活動するとは？」「YWCA 運動は他の運動体
とどう違うの？」という疑問について話し合ったことを、京都
YWCA 総幹事の山本知恵さんにまとめていただきました。
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神戸 YWCA で活動する会員・ボランティアが集まり、ビジョンや目標
を確認しあうオリエンテーションです。
今年は部・グループ紹介だけでなく、活動の発信に使える

「よくわかる SNS 活用講座」も企画しています。

運営委員会 機関紙編集部

平和活動部

国際相互支援部

地域福祉部 キリスト教基盤部

被災者支援プロジェクト
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マザースカレッジ公開講座
　「創造性と真実を持った本
　　—私の「石井桃子」論—」

　今年は石井桃子さんの没後 10 年。
奇しくもその命日にあたる 4 月 2 日
に、その仕事の軌跡をたどる機会を
持つことができた。
　石井さんと深い親交のある小寺啓
章さん（元太子町立図書館長）から
石井さんとやり取りなさった手紙、
写真を見せていただきながら、お話
を通して、石井さんの可愛いらしい
一面や人としての優しさあたたかさ
にあふれたお人柄を改めて感じるこ
とができた。子どもとお話の楽しみ
を分かち合うために何を大切にして
こられたかをともに考え、それをしっ
かり受け止めることができた。
　子どもの本とは何かという全体像
を、生涯追い求めた石井桃子さんの
大切になさってきたこともしっかり
届けられるように、これからも創造
性と真実をもった本を子どもたちと
楽しみたいとの思いがますます深
まった。　　　　　　 　（西野 京子）

イースター早天礼拝
日時：2018 年 4 月 1 日（日）
場所：神戸東遊園地

　
　今年も神戸 YWCA キリスト基盤部
のメンバーで、伝統のイースターエッ
グを 100 人分作りました！

ご寄付は
こちらへ

　神戸 YWCA の事業と財政の再評
価のために「プロジェクト Y」に取
り組んでいる。「再評価にあたり、
一番大切なのはあなたの団体の使命
である」と書籍に書かれていたので、
私も神戸 YWCA の使命を確認して
みた。「この法人は、キリスト教の
基盤に立って、青少年及び女性の人
格向上を図り、教養を深めると共に、
人間の尊厳を守り、奉仕の精神を養
うことにより、平和と正義の実現に
寄与することを目的とする」。
　全文そのままは固いので、私は
勝手に「神戸 YWCA に関わった人

が成長し、その人を通して平和と
正義を実現する」と読み代えてい
る。神戸 YWCA はあくまで「人の
成長」というプロセスに貢献する
団体であって、平和、非核、多文
化共生といったビジョンは、その
結果として達成されるものなのだ。
先輩方が「Y は人なり」と言い続
けていたことの意味はこれだった
んだなぁと、今更ながら思う。
　使命は、私たちの道しるべだ。皆
さんなら、YWCA の使命をどう読
み解きますか。 （総幹事 西本 玲子）
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まごの手だより
　まごの手は、新体制で新年
度を迎えた。今年は、認知症
ケアとコミュニケーションの
研修に力を入れる。4 月は、
ほっとヘルパー（神戸市認知
症高齢者訪問支援員）につい
て学んだ。5 月はカフェもぐ
もぐの「認知症サポーター養
成講座」に合流、6 月は新し
い認知症ケア「ユマニチュー
ド」について学ぶ。

（所長 寺内 真子）

分室だより
　「カフェもぐもぐ」では 5 月
26 日（土）、キャラバンメイ
トの沖本雅子さんを講師とし
て「認知症サポーター養成講
座」を実施した。約 20 人の
参加者には認知症についてよ
い気づきと学びの時となった。
講座修了者には、サポーター
の印であるオレンジリングが
手渡された。
（カフェもぐもぐ・宮田 泰子）

運営委員会報告
（４月）【報告】3 市Ｙ合同合
宿進捗

【議事・協議】キックオフミー
ティング▶プロジェクトＹ

（５月）【報告】全国 YWCA フェ
スタ in 京都でのドリップコー
ヒー販売について
②　LA（地域 YWCA を主体
と し た 活 動：Local Action）
第 II 期プレゼンテーション

【議事・協議】各部・プロジェ
クトメンバーを承認▶ 6/16
キックオフミーティング▶
100 周年記念事業実行委員会
からの提言を受けて　

（書記・岩切 幸子）

理事会報告
　3月26日（月）第６回理事会、
5 月 26 日（土）第７回理事会
開催。2018 年度事業計画と予
算、2017 年度事業報告と決算
の承認、第８回評議員会の招
集がなされた。また 100 周年
記念事業実行委員会からの提
言を受け、委員会の組織体制
について議論決議した。

（総幹事・西本 玲子）

新入会員
𠮷新　ばら　　  　　（敬称略）

賛助員
株式会社サンビルダー  
井上 早苗　井上 力　
岩村 義雄　加納 花枝　
永田 健支　永田 俊子
中村 昭子　飛田 雄一　
平木 貴美子　平山 嘉廣

神戸 YWCA本館：神戸市中央区二宮町 1-12-10　tel. 078-231-6201
神戸 YWCA分室：神戸市中央区坂口通 5-2-16　  tel. 078-221-5111

本館

本館

本館

本館
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分室

分室

分室

分室

丸山 春子　三浦 哲朗　
水野 雄二　宮田 茂雄
山﨑 道子　　　　 （敬称略）

編集後記
　「全国YWCAフェスタin京都」
に参加、世代交代の兆しを実感。
24地域YWCA会員の活躍にエ
ネルギーをもらった。（S・T）


